2020-21年度　職業奉仕月間卓話解説


№１　委員長挨拶
　皆さんこんにちは。
　国際ロータリー第２７８０地区「2020-21年度“職業奉仕月間卓話”」に、ようこそお越しくださいました。
　卓話に先立って、本年度委員長：秋山純夫より、ごあいさつを申し上げます。


№２　目次
本日の卓話の内容は、ご覧のとおりです。
しばらくの間、お付き合いいただきます。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。


№３　はじめに
　はじめに、この卓話の目的と構成をお話しします。
　本年度の卓話は、まず、皆さんに職業奉仕の構造を知り、その核心に触れていただくこと。/そして、それをご自身のクラブの現状と将来を考え、/また、皆さんのこれからのロータリーライフを考えるヒントにしていただくことを、目的としています。
　また、構成は、この右側に示したとおりになっています。

№４　イントロダクション
　最初に、ロータリーの５大奉仕部門を確認しておきましょう。
　クラブ・職業・社会・国際・青少年の５部門ですね。
ひと口に「奉仕」といっても、様々なことが考えられます。これを分野 (ぶんや)ごとに整理すると、具体的な行動や体制づくりが、しやすくなる。私たちの活動の、目安 (めやす)となってくれるわけです。
　職業奉仕は、２番目に上げられる、重要な分野です。そして、ロータリーのアイデンティティの根幹 (こんかん)をなすとされる概念です。
　さて、その職業奉仕とは、何でしょうか。

№５　職業奉仕の構造　…定義から始めよう
　　まず、職業奉仕の構造を考えていきましょう。
実は「職業奉仕」には明確な定義があります。
クラブ定款の第６条第２項が、これを定義しているのです。
読んでみましょう。
「奉仕の第2部門である職業奉仕は、事業及び専門職務の道徳的水準を高め、品位 (ひんい)ある業務はすべて尊重されるべきであるという認識を深め、あらゆる職業に携 (たずさ)わる中で／奉仕の理念を実践 (じっせん)していくという目的を持つものである。会員の役割には、ロータリーの理念に従って自分自身を律 (りっ)し、事業を行うこと、そして／自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てるために、クラブが開発したプロジェクトに／こたえることが含まれる」
…
　　いきなりウンザリしてしまいそうですが、この全体が職業奉仕を表 (あらわ)しています。
　「職業奉仕」を、ひと言で言い表すのは、とても難しいということが分かりますね。

№６　職業奉仕という概念　
わかりやすいと思われる説明を、マイロータリーの「職業奉仕の手引き」から引いてみましょう。ここでは、このような言い方がされ、具体的な実践 (じっせん)方法も示されています。
・・・（１５秒）
職業奉仕は、ロータリーの目的の第２項を土台としている。そしてさらに、一番下の行 (ぎょう)には、
その職業奉仕が、ロータリーの「奉仕全体の土台となる」という意味のことが書いてあります。それがどういうことなのかを、これから見て行くことになります。

№７　三つの基本文書　
さて、職業奉仕の構造を考えるとき、「３つの基本文書」に取り組 (く)む必要があります。
さきほど触れた「ロータリーの目的」、それから「ロータリアンの行動規範」、そして、おな
じみの「四つのテスト」です。
では、まず「ロータリーの目的」から見てみましょう。

№８　「ロータリーの目的」
「ロータリーの目的」…これは、ロータリアンが何度でも振り返るべき「原点」です。
念のために読んでおきましょう。

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として／奉仕の理念を奨励 (しょうれい)し、これを育 (はぐく)むことにある。
具体的には、次の各項 (かくこう)を奨励 (しょうれい)することにある。
　第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること
　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕
する機会として／ロータリアン各自の職業を高潔なものとすること
　
   　・・・以下は省略しますが、マイロータリーの説明に、職業奉仕は、この第２項を土台とし
ているとありました。
「職業奉仕のベースは、ロータリーの目的第２項にあり」です。
　
第２項によると、
　　　• 職業上の高い倫理基準を保持 (ほじ)すること
　　　　• どんな仕事にも価値があると認識すること 
　　　　• 社会に奉仕するにあたっては、自 (みずか)らの職業を高潔なものとすること
　　　こういうことが、私たちロータリアンには求められているのです。
正しく気高い (けだかい)職業人であれ！　間違ったことや卑 (いや)しいことをする商 (しょう)売人 (ばいにん)になっちゃだめ！
…ということですね。
職業奉仕を語るとき、この倫理性、高潔性に必ず触 (ふ)れなければなりません。

№９　「ロータリアンの行動規範」と「四つのテスト」
　　ロータリーの倫理性、高潔性を最もよくあらわすのが、先ほど申し上げた「３つの基本文書」の、二つめと三つめ、すなわち、「ロータリアンの行動規範」と「四つのテスト」です。
　まず、ロータリアンの行動規範について。
　初めて見るという方もおられるかもしれませんので、この機会に読んでおきましょう。

　　ロータリアンとして、私は以下のように行動する。
　　1.　個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって行動する。
　　2.　取引のすべてにおいて公正に努 (つと)め、相手とその職業に対して尊重の念 (ねん)をもって接 (せっ)する。
　　3.　自分の職業スキルを生かして、若い人々を導 (みちび)き、特別なニーズを抱 (かか)える人々を助け、
地域社会や世界中の人々の生活の質を高める。
　　　4.　ロータリーやほかのロータリアンの評判 (ひょうばん)を落とすような言動 (げんどう)は避 (さ)ける。

　これらが、「ロータリアンが行動するときに守るべきルール」だというのです。
ここでは、高潔性・倫理性のほか、取引上の公正性と相手の尊重、それから職業スキルの活用
ということが加えられています。（がんじがらめですね。）　

　続いて、四つのテストについて。
　　これは、自分がしようとしていることや言おうとしていることが、倫理的 (りんりてき)、すなわち社会的に
正しいかどうかを／判断するための尺度 (しゃくど)、拠り所 (よりどころ)を、具体的に示すものです。

№10　職業奉仕の構造（イメージ）
　　ここまでを、いったん整理して、職業奉仕の構造をイメージ化しておきましょう。
◎　職業奉仕は、ロータリーの奉仕全体、つまり、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕などの、
土台である。
◎　職業奉仕のベース(土台の土台)は、ロータリアンの原点“ロータリーの目的”の第２項にある。その中で、ロータリアンには次の三つの事柄 (ことがら)が求められている。
　　　一つ：高度の倫理性　　二つ：高潔性　　三つ：どんな仕事にも価値があるという認識　　　
◎　ロータリアンに求められる高度の倫理性、高潔性を表 (あらわ)す具体的なテキストとして、「ロー
タリアンの行動規範」と「四つのテスト」がある。
　　　行動規範の中では、倫理性・高潔性に加えて、取引上の公正性 (こうせいせい)と相手の尊重、それに職業ス
キルの活用が求められている。
　◎　定款６条２項の職業奉仕の定義は、これらの全体を言い表 (あらわ)している。

言うまでもなく、ロータリーは職業奉仕だけではありませんね。ロータリーの奉仕全体の構造をイメージしたものに、有名な「ロータリーの樹 (き)」があります。このスライドのイメージは、あくまでも職業奉仕に焦点 (しょうてん)を当てたものです。

さて、これで職業奉仕が“だいたい分かった”…と思うのは、ちょっと早すぎます。
ためしに、次のような問題を考えてみて下さい。

№11　あなたはどう答えますか
　四つのテストを学んだ新会員が、先輩会員に尋ねました。
　　(新)：「先輩、今、ある仕事を獲得しようと頑張ってます。これを取れると間違いなく大きな
利益が上がります。勿論 (もちろん)、商売上のルールにのっとって、ウソもつかずに頑張るのですが、
頑張れば頑張るほど、ライバルたちには嫌われるでしょうし、大体その仕事が社会のため
になるかどうかなんてわかりません。」（好意も友情も深めないし、みんなのためになる
かどうか、分からない）
　　(先)：「うむ。商売はそんなに生 (なま)易 (やさ)しいものではないからな。」
　　(新)：「はい、だから、四つのテストなんて、いちいち気にしていると、競争に負けてしまい
ます。・・というか、四つのテストは競争に負けるためのルールとしか思えません。」
　横で聞いていたベテラン会員　「君、そこは“最もよく奉仕する者、最も多く報いられる”だよ」
　　(新)：「マジですか。普通、最もよく奉仕したら、最も多く損をしますよ！」

　【Ｑ】　さて、あなたは，この新会員の疑問にどう答えますか？
　　　　・・・この問 (と)いに簡単に答えられる人は、めったにいないでしょう。
　　　　　　　さて、どう考えたらよいのでしょう。

№12　理解を深める　　①「職業」と「奉仕」
「職業」とは何でしょうか。私たちの生計の手段ですね。仕事をすることでお金を得て、衣食
住をまかない、家族を養っていく手段です。
従って、稼 (かせ)ぎが多ければ豊かな暮らしができます。稼 (かせ)ぎを多くしたいから、ときには人を欺 (あざむ)いたり、出 (だ)し抜 (ぬ)いたりもする。
つまり、私たちが職業に携 (たずさ)わる場面の多くは、利益を追求するための「利己的」な場面と言えます。（念のために申し上げておきますが、利己的であることが「悪いことだ」という意味ではありません。）
一方、「奉仕」は、報酬や見返りを求めずに行う無私 (むし)の行為で、他人に利益を授 (さず)ける「利他的」　　
　な行動です。
ですから、「職業」と「奉仕」は、一見 (いっけん)すると、求めるものが対極にあって、相互 (そうご)に対立して、「重なり合わない」ように見えます。そうすると、先ほどの新会員の疑問は、当然の疑問ということになります。
ところが、ロータリーの職業奉仕は、そうは考えない。イメージを示すと、こんな感じです。
・・・つまり、あくまでもイメージですが、「職業」と「奉仕」が重なり合うところに、ロー
タリーの「職業奉仕」がある。その「重ね合わせの原理」となるものこそが、「高潔性」と「高い倫理基準」なのです。
ロータリアンは、その原理の具体化である「行動規範」と「四つのテスト」を活用して、一見 (いっけん)
対立する「職業」と「奉仕」を重ね合わせようとする人々だ…と言えそうですね。
どこまで重ね合わせられるか、二つのマルがピッタリ重なり合うところまで目指すか…、ご自
分に問 (と)うてみては、いかがでしょう。

№13　新会員の更なる疑問　　
　　ロータリアンの倫理性・高潔性について学んだ新会員。まだ、釈然 (しゃくぜん)としない様子です。

　　新：「先輩、『職業人として正しく気高く生きよ！』というのはよくわかりました。でも、商売
は、元々 (もともと)利益を追求するものですよね。」
　　先：「そのとおりだ。仕入値 (しいれね)で売っちまうのは商売ではない。そして、利益追求には競争が付
きものだ」
　　新：「つまり、利益追求の仕方 (しかた)の問題というか…、職業奉仕って、要するに『損して得とれ』
とか、『情けは人の為 (ため)ならず、めぐりめぐって自分のため』みたいな話なんですか？」
　　先：「むむっ…。そういうことわざは、古人 (こじん)の経験 (けいけん)知 (ち)であって、一つの英知 (えいち)だ。近江 (おうみ)商人 (しょうにん)の『三方 (さんぽう)
よし』も、よく引 (ひ)き合 (あ)いに出されるのだが…、まあ、それだけにとどまらないというか…」
　　
・・・

№14　理解を深める　　②職業の利己性と利他性
　少しむずかしくなってしまいますが、「職業の本質的 (ほんしつてき)利他性 (りたせい)」ということを考えてみましょう。
私たちの職業は、確かに、お金を稼いで生計を立てる、／自分がなりたいものになる、／仕事をして生きがいを感じるといった場面ですが、これは自分の側 (がわ)から見たものです。
これを社会の側 (がわ)から見たら、どうでしょう。
ある集団を、一つのまとまりのある集団として回 (まわ)していくためには、「Ａさんにはこういうこと、Ｂさんにはこういうことをしてもらう」という形で、構成員たちに一定 (いってい)の「役割」を担 (にな)ってもらう必要がありますね。「職業」は、私たちの社会における、この「役割」です。私たちの社会において、たとえば、食べ物を売るという役割が必要で、しかも役に立つから、食べ物を売るという職業があるわけです。
　　ここで、「ロータリーの目的第２項」の「役立つ仕事はすべて価値あるもの」という言葉を思い出してください。この言葉は、「職業に貴賎 (きせん)なし」という「ことわざ」的 (てき)な意味とともに、職業に関する深い認識と自覚を示すものです。
職業とは、社会を成 (な)り立たせるために、その構成員たちに割り振られた役割である。構成員たちが、その役割にきちんと応 (こた)えているから、社会が回 (まわ)っていく。職業には、そういう社会的な「価値がある」ということなのです。職業は、確かに、一方で、金もうけのための「利己的」なものだけれど、見方を変えれば、社会のために役立つという「利他的」な本質も持っているということなのです。
　　優れたロータリアンに接したとき、「真面目 (まじめ)に仕事を全 (まっと)うすることが、そのまま社会のためになるんだ。」という揺 (ゆ)るぎない信念を感じませんか？

※　蛇足：以上の説明は、かなり単純化した、理念的なものです。実際には、社会も、自分自身も、そんなに単純ではありません。まして、グローバリゼーションやＡＩの急速な高性能化などによる「職業」自体の流動化（「ボクは電車が大好きだから、大人になったら電車の運転士になりたい」…でも、キミが大人になる頃、電車は全部自動運転かもしれないね…）、働き方の変化などを考えると、「職業」の重要性が、相対的に低下してきている…現代社会は、そういう社会です。

№15　理解を深める　　③奉仕の構造、
視点を変えて、ロータリーの根本 (こんぽん)である「奉仕」から考えてみましょう。
「奉仕」を簡単に説明することはできないのですが、試 (ため)しにイメージ化したのが、このスライ
ドです。
　　先程から申し上げている「倫理性、高潔性」は、自分の会社や事業の内側 (うちがわ)の問題、定款６条２項の言葉を借りれば、「自分自身を律 (りっ)する」という場面ですね。
　　それに対して、奉仕は、自分の技術や知識、労力 (ろうりょく)や財力 (ざいりょく)を、誰かのために差し出し役立てることです。自分ではない「誰か」のために、つまり、奉仕は本質的に、他者 (たしゃ)に向けて、自分の領域を超えて差し出される行動なのです。
　　だから、奉仕に夢中になり過ぎると、自分の仕事がおろそかになると感じちゃうのですね。
　　逆に、仕事に夢中になると、今度は奉仕どころじゃない…。そういう意味でも、職業と奉仕は、二律背反 (にりつはいはん)（ジレンマ）ですね。
でも、私たちロータリアンは、何とかそこに折 (お)り合 (あ)いを付けようとする。
なぜ、私たちはそんな無理をするのか…。
その答 (こたえ)は、実は簡単ではありません。…ただ、ロータリーは、「最もよく奉仕する者が、最も多く報いられるから」…という解答を用意しているということだけ、ここでは申し上げておきましょう。

※　余談ですが、「家庭生活」とのジレンマ（トリレンマ？）という問題も考えてみると、かなり面白いと思います（身につまされ過ぎてしまうかもしれませんが）。「家庭奉仕」？？

※　奉仕の根拠は、カントか、功利主義か、ロールズか…といった哲学的な問題そのものです。ロー
タリーの答は「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」からだ、というものですが、それが一
体どういうことを意味するのかというと、答えは人それぞれ…というしかなさそうです。
　端的に、「人の役に立ちたい。誰かのためになりたい」というのは、人間の根源的な欲求であっ
て、それが実現すると、私たちは大きな喜びを感じることができるから…というのも、とても美し
い答えだと思います。

№16　職業を奉仕に生かす
　　さてここで、定款上の「職業奉仕」の定義の後半部分を振り返ってみましょう。
　　画面の下のほうから見て行ってください。
　　　会員の役割には「自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てるために、クラブが開
発したプロジェクトにこたえることが含まれる。」
　定款のこの部分は、職業奉仕という括 (くく)りの中で、クラブでどんな活動をするか、早い話がクラ
ブの職業奉仕委員会は何をするかに言及 (げんきゅう)した部分です。
でも、この事業は社会奉仕委員会の仕事、そっちは国際奉仕委員会の仕事といった、分野ごとの整理と違って、「奉仕プロジェクト全般 (ぜんぱん)」に職業スキルを役立てよ、という言い方ですね。
　　ここが職業奉仕の分かりにくいところだというご意見もあります。しかし、むしろ、職業奉仕
だからこうなるということが、皆さんにはもうお分かりいただけるのではないでしょうか。ロー
タリーは、職業奉仕を「奉仕全体の土台」ととらえていると申しました。だから、こうなるわけ
ですね。
　もう一つ忘れてはならないのが、やはり画面の下の方、行動規範の「自分の職業スキルを生かして…」という部分です。
私たちが目指すべきは、ロータリーならではの高度な奉仕、より社会の役に立つ奉仕です。
なぜなら「奉仕とは、自分の技術や知識、労力や財力を、誰かのために差し出し役立てること」。そして、私たちロータリアンは、職業人であればこそ (・・)の、高度な技術や知識や財力を、あるいはネットワークを、人々に差し出し役立てることができるからです。これが「職業スキルの活用」の意味であり、まさに、職業奉仕を金看板 (きんかんばん)とするロータリーのロータリーたる所以 (ゆえん)なのです。
　　逆に言うと、クラブは、「個々の会員の折角 (せっかく)の職業スキルを十分に生かせるようなプロジェク
トを開発しましょう」ということでもありますね。そういうプロジェクトこそが、会員のモチベ
ーションを高め、また、社会にアピールして、ロータリーの認知度の向上、公共イメージのアッ
プ、そして会員の維持・増強にもつながるのではないかと思います。

№17　職業奉仕の核心
まとめです。職業奉仕の核心は、次の２つ。
①（ひとつ）　職業上の社会的責任を果たし、社会的期待に応えること。ひと言で言えば、「良い仕事をすること」
　　　　職業は金儲けの手段であるばかりでなく、社会の必要に応じて各人に割り振られた「社会的役割」でもある。だから、職業人はその役割に課 (か)せられた「社会的責任と社会的期待」を背負っているのであって、これに応えるような仕事、つまり「良い仕事」をしなければならない。その深い自覚のもとに、ロータリーは、「良い」かどうかの指針、判断基準として行動規範や四つのテストを用意している。
②（ふたつ）　職業的手腕（ないしスキル）を「奉仕に生かす」こと
「良い仕事」をするかどうかは、いわば自分の持ち場の問題。一方、奉仕は「自分の持ち
場を超え出る行動」だからですね。そして、ロータリーならではの、質の高い奉仕を実現す
るためです。

私たちが、自分自身を律して、これからも良い仕事をしていくこと、そして自分の優れた職
業的手腕を奉仕に生かしていくこと。
ロータリーの優 (すぐ)れた国際性も、潤沢 (じゅんたく)な資金力も、全世界３万６０００クラブ、１２０万人という圧倒的なネットワークも、ロータリアン各自のこのような心構 (こころがま)えがその土台にあってこそ、真 (しん)にこの世界のために生きるのです。

№18　結びに　　トライしてみよう
　　　いかがでしたか。
　　　はじめに、この卓話の目的を申し上げました。
　　　最後に、このスライドに書いてあること、皆さん、ぜひトライしてみて下さい。
　　・・・（１５秒）


　　　アッ、おまけがあります。
№19　エピローグ　　道の途中　
　新：「先輩、みんなが独り勝ちを目指してしまったら、結局、共倒 (ともだお)れになるわけですね。」
　先：「そういうことだな。ただし、長い目で見ると…だが。」
　新：「うーん。…先輩は、独り勝ちすることに、未練はないのですか？」
　先：「ないわけないだろ！　オレもまた、道の途中だ。」
　新：「でも、それでも私たちは、奉仕をするんですよね。先輩、『奉仕』って、いったい何なん
ですか？」
先：「ほう、そこまで来たか。その疑問の先にこそ、ロータリーの２大テーゼ、『超我の奉仕』
と『最もよく奉仕する者、最も多く報いられる』が、あるのだよ。」

　　横で聞いていたベテラン会員が、うんうんと頷 (うなず)きながら、つぶやいています。
「私は私なりに、君は君なりに、各人 (かくじん)が個別に、たどり着くしかないのだ。ただし、同じ志 (こころざし)
を持つ、仲間と共に…だな。」

　　　たどり着いてみたいと、思いませんか？　仲間と共に。
　　　私たちもまた、道の、途中です。


　　One profits most, who serves best.　　See you !
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